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研究テーマ
● メインテーマ：　遺伝子発現の制御機構
● 研究対象：　　　転写因子、クロマチン、脂肪細胞分化、 iPS 細胞誘導
転写、クロマチン、脂肪細胞分化、 iPS細胞誘導の研究に興味があり、

熱意と元気のある人を歓迎します !
人工多能性幹細胞（iPS 細胞）は、体細胞にOct4, Sox2, Klf4, c-mycの
遺伝子を導入して誘導される多能性幹細胞であり、再生医療等の様々な
分野への応用が期待されます。しかし、iPS 細胞が誘導されるメカニズムは
まだ不明な部分が多く、これらの詳細が明らかになると、より効率の良い
iPS 細胞誘導が可能になります。当研究室では、我々独自の効率の良い iPS
細胞誘導方法を利用して、iPS細胞誘導の各ステップに働く転写因子や、その
転写因子を中心とした遺伝子発現調節機構を明らかにすることによって、
体細胞がどのように初期化されるのかを解明します。また、その知見を元に
より安全な iPS 細胞を効率良く誘導する方法の確立を目指します。さらに、
iPS 細胞誘導系をモデルとして、様々な生命現象における転写因子を中心と
した遺伝子発現調節機構について、エピジェネティクス制御等を含めて解析を
進めています。

脂肪細胞には白色脂肪細胞と褐色脂肪細胞があり、前者はエネルギーを貯蔵し、
後者は脂肪を燃焼して熱を発する機能を持っています。近年、成人においても
脂肪細胞は生成、消滅を繰り返していることが明らかとなっており、肥満やそれ
に伴うメタボリック症候群の予防、治療には既に存在する脂肪細胞内の脂肪量を
減少させるだけでなく、脂肪細胞の数や質（白色か褐色か）を変化させることが
有効かつ安全な治療につながると考えられています。このためには、脂肪細胞が
どの様に分化・発生してくるかを明らかにする必要があります。しかし脂肪前駆
細胞が間葉系の幹細胞からどのようにして分化するかは依然として不明な点が多
く、今後の重要な研究課題となっています。当研究室では、ES細胞が間葉系幹
細胞を経て脂肪前駆細胞に分化する過程で、どの様な転写因子が関与するかを
明らかにします。また、褐色脂肪組織を蛍光シグナルによって可視化できる
マウスを作製し（右図）、様々な外的要因が褐色脂肪組織の量や体内エネルギー
代謝に与える影響を調べています。
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